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五
五

天
平
十
三
年
の
書
持
と
家
持
と
の
贈
答
に
つ
い
て
（
一
）

―
そ
の
本
文
校
訂
―

村
　
田
　
右
富
実

一　

は
じ
め
に

　
『
万
葉
集
』
巻
十
七
に
は
、
平
城
京
に
い
る
大
伴
書
持
か
ら
恭
仁
京
の
大
伴

家
持
に
贈
ら
れ
た
二
首
（
17
・
三
九
〇
九
～
三
九
一
〇
、
以
下
書
持
贈
歌
と

記
す
）
と
、
そ
れ
に
対
す
る
報
送
歌
三
首
（
17
・
三
九
一
一
～
三
九
一
三
、

家
持
返
歌
と
記
す
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
贈
答
の
内
容

に
は
触
れ
ず
、
最
も
基
礎
的
な
本
文
校
訂
に
つ
い
て
論
じ
る
。

二　

諸
本
状
況

　

巻
十
七
は
、
非
仙
覚
本
に
恵
ま
れ
な
い
。
元
暦
校
本
が
あ
る
も
の
の
、
一

部
欠
け
て
お
り
、
類
聚
古
集
、
古
葉
略
類
聚
抄
、
検
天
治
本
が
見
え
る
程
度

で
あ
る
。
廣
瀬
本
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
非
仙
覚
本
が
一

本
も
な
い
箇
所
も
あ
っ
た
。
本
稿
で
主
に
扱
う
当
該
贈
答
の
題
詞
左
注
も
、

現
在
、
廣
瀬
本
が
事
実
上
唯
一
の
非
仙
覚
本
で
あ
る
。『
校
本
万
葉
集
』
に
よ

っ
て
確
認
で
き
る
、
当
該
贈
答
部
の
諸
本
は
以
下
の
通
り）

（
（

。

　

非
仙
覚
本
―�

廣
瀬
本
・
類
聚
古
集
（
歌
、
及
び
題
詞
や
左
注
の
一
部
）・

元
暦
校
本
（
家
持
返
歌
第
三
首
の
訓
以
降
）

　

仙
覚
寛
元
本
系
―
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本

　

仙
覚
文
永
三
年
本
系
―
西
本
願
寺
本
・
紀
州
本

　

仙
覚
文
永
十
年
本
系
―�

温
故
堂
本
・
陽
明
本
・
大
矢
本
・
近
衛
本
・
京

大
本

　

版
本
―
活
字
無
訓
本
・
活
字
附
訓
本
・
寛
永
版
本

三　

西
本
願
寺
本
と
廣
瀬
本

　

ま
ず
、
仙
覚
本
系
を
代
表
す
る
西
本
願
寺
本
と
廣
瀬
本
と
を
比
較
す
る
こ

と
か
ら
始
め
る
。
両
本
と
も
参
考
ま
で
に
直
前
の
17
・
三
九
〇
八
番
歌
の
左

注
か
ら
、
17
・
三
九
一
四
番
歌
の
左
注
の
一
行
目
ま
で
を
記
し
て
い
る
。
訓

や
返
り
点
は
除
き
、
漢
字
の
字
体
に
は
そ
れ
ほ
ど
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
が
、



五
六

西　
　
　
　

右
天
平
十
三
年
二
月
右
馬
寮
頭
境
部
宿
祢
老
麿
作
也

　
　

詠
霍
公
鳥
歌
二
首

⬅
甲

　
　
　

多
知
婆
奈
波
常
花
尓
毛
歟4

保
登
等
藝
須
周
無
等
来
鳴

　
　
　

者
伎
可
奴
日
奈
家
牟

　
　
　

珠
尓
奴
久
安
布
知
乎
宅
尓
宇
恵
多
良
婆
夜
麻
霍
公
鳥

　
　
　

可
礼
受
許
武
可
聞

　
　
　
　

右
四
月
二
日
大
伴
宿
祢
書
持
従
奈
良
宅
贈
兄
家
持

⬅
乙

橙
橘
初
咲
霍
鳥
飜
嚶
對
此
時
候
詎
不
暢
志
因
作
三
首
短

⬅
丙

謌4

以
散
欝
結
之
緒
耳

　
　
　

安
之
比
奇
能
山
邊
尓
乎
礼
婆
保
登
等
藝
須
木
際
多
知

　
　
　

久
吉
奈
可
奴
日
波
奈
之

　
　
　

保
登
等
藝
須
奈
尓
乃
情
曽
多
知
花
乃
多
麻
奴
久
月
之

　
　
　

来
鳴
登
餘
牟
流

　
　
　

保
登
等
藝
須
安
不
知

4

4

4

能
枝
尓
由
吉
底
居
者
花
波
知
良

　
　
　

牟
奈
珠4

登
見
流
麻
泥

　
　
　
　

右
四
月
三
日
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
従
久
邇
京
報

　
　
　
　

送
弟
書
持

　
　

思
霍
公
鳥
歌
一
首　

田
口
朝
臣
馬
長
作

　
　
　

保
登
等
藝
須
今
之
来
鳴
者
餘
呂
豆
代
尓
可
多
理
都
具

　
　
　

倍
久
所
念
可
母

　
　
　
　

右
傳
云
一
時
交
遊
集
宴
此
日
此
處
霍
公
鳥
不
喧
仍
作

廣　
　
　

右
天
平
十
三
年
二
月
右
馬
頭
境
部
宿
祢
老
麿
作
也

　
　
　

詠
霍
公
鳥
歌
二
首　
　
　

大
伴
宿
祢
書
持

⬅
甲

　

多
知
婆
奈
波
常
花
尓
毛
杦4

保
登
等
藝
須
周
无4

等
来
鳴

　

者
伎
可
奴
日
奈
家
牟

　

珠
尓
奴
久
安
布
知
乎
宅
尓
宇
恵
多
良
婆
夜
麻
霍
公
鳥

　

可
礼
受
許
武
可
聞

　
　
　
　

右
四
月
二
日
大
伴
宿
祢
書
持
従
奈
良
宅
贈
兄
家
持

⬅
乙

　
　
　
　

和
歌
四
首

⬅

　
　
　

橙
橘
初
咲
霍
鳥
飜
嚶
對
此
時
候
詎
不
暢
志
自
作

⬅
丙

　
　
　

三
首
短
歌4

以
散
欝
結
之
緒
耳

　

安
之
比
奇
能
山
邊
尓
乎
礼
婆
保
登
等
藝
須
木
際
多
知

　

久
吉
奈
可
奴
日
波
奈
之

　

保
登
等
藝
須
奈
尓
乃
情
曽
多
知
花
乃
多
麻
奴
久
月
之

　

来
鳴
登
餘
牟
流

　

保
登
等
藝
須
安
知

4

4

能
枝
尓
由
吉
底
居
者
花
波
知
良
牟

　

奈
殊4

登
見
流
麻
泥

　
　
　
　

右
四
月
三
日
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
従
久
邇
京

　
　
　
　

報
送
弟
書
持

　
　
　

思
霍
公
鳥
歌
一
首　
　
　
　

田
口
朝
臣
馬
長
作

　

保
登
等
藝
須
今
之
来
鳴
者
餘
呂
豆
代
尓
可
多
理
者4

4

　

具
倍
久
所
念
可
母

　
　
　
　

右
傳
云
一
時
交
遊
集
宴
此
日
此
處
霍
鳥
不
喧
仍
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題
詞
左
注
の
高
さ
、
文
字
配
り
は
可
能
な
限
り
忠
実
に
記
し
た
。
ま
た
、
途

中
の
縦
線
は
丁
替
え
を
示
す
。

　

西
本
願
寺
本
は
前
ペ
ー
ジ
上
段
。
西
本
願
寺
本
に
お
け
る
一
行
あ
た
り
の

歌
の
文
字
数
は
二
十
字
。「
橙
橘
初
咲
」
か
ら
始
ま
る
家
持
返
歌
の
序
文
は
題

詞
よ
り
も
高
く
書
か
れ
て
い
る
一
方
、
左
注
の
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
は
歌

に
比
べ
る
と
安
定
し
な
い
。

　

下
段
に
は
廣
瀬
本
の
状
況
を
記
し
た
。
こ
ち
ら
は
歌
一
行
あ
た
り
の
文
字

数
は
多
少
行
に
よ
っ
て
違
う
も
の
の
、
や
は
り
お
よ
そ
二
十
字
。
題
詞
が
歌

よ
り
も
低
い
の
は
廣
瀬
本
の
特
徴
で
あ
る
。「
橙
橘
初
咲
」
か
ら
始
ま
る
行

は
、
題
詞
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
な
っ
て
い
る
。

　

二
本
間
の
校
異
は
軽
微
な
も
の
も
あ
る
が
、
大
き
な
校
異
は
、
甲
～
丙
の

部
分
で
あ
る）

（
（

。
な
お
、
こ
の
二
本
で
は
一
致
し
て
い
て
も
、
他
の
写
本
と
の

関
係
で
問
題
と
な
る
箇
所
も
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
甲
～
丙
に
つ
い
て
個
別

に
述
べ
て
ゆ
く
。

四　

甲
17
・
三
九
〇
九
番
歌
題
詞
下
の
「
大
伴
宿
祢
書
持
」

　

こ
の
題
詞
下
の
作
者
名
表
記
の
部
分
に
つ
い
て
の
諸
本
状
況
は
以
下
の
通

り
。

元
／
宮
・
細
／
西
・
紀
／
温
・
陽
・
矢
・
近
・
京
／
無
・
附
・
寛
、
ナ

シ
。

廣
、「
大
伴
宿
祢
書
持
」。

　

こ
の
作
者
名
表
記
は
廣
瀬
本
以
外
に
は
存
在
し
な
い
。
元
暦
校
本
に
つ
い

て
は
、
吉
井
論
文
が
元
暦
校
本
に
お
け
る
巻
十
七
の
元
号
の
有
無
に
つ
い
て
、

天
平
の
文
字
は
巻
頭
の
作
の
み
に
附
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
要
す
る
に
、
以
後
の
作
は
同
元
号
の
時
の
作
故
、
附
す
る
に
及
ば
ぬ

と
言
ふ
き
は
め
て
合
理
的
な
立
場
に
立
つ
て
居
る
の
で
あ
ら
う
。

と
指
摘
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
題
詞
と
左
注
と
の
重
複
を
避
け
る
た
め
の

写
本
レ
ベ
ル
に
お
け
る
削
除
と
も
見
ら
れ
る
が
、
他
の
諸
本
に
存
在
し
な
い

点
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
作
者
名
表
記
が
存
在
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
題
詞
と
左
注

の
両
方
に
作
者
名
表
記
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
巻
十
七
中
に

見
え
る
題
詞
下
の
作
者
名
表
記
の
類
例
を
見
て
み
た
い
。

　

類
例
は
二
例
。
ま
ず
、
Ａ
17
・
三
九
一
四
番
歌
題
詞
下
の
作
者
名
。
廣
瀬

本
の
本
文
と
諸
本
の
状
況
は
以
下
の
通
り）

（
（

。

Ａ　
　

思
霍
公
鳥
歌
一
首　
　

田
口
朝
臣
馬
長
作

　

保
登
等
藝
須
今
之
来
鳴
者
餘
呂
豆
代
尓
可
多
理
者4

　

具
倍
久
所
念
可
母

　
　
　
　

右
傳
云
一
時
交
遊
集
宴
此
日
此
處
霍
鳥
不
喧
仍

　
　
　
　

作
件
歌
以
陳
思
慕
之
意
但
其
宴
所
并

　
　
　
　

年
月
未
得
詳
審
也

　
�

元
、「
田
口
朝
臣
長
馬
」（
小
字
、
長
ト
馬
ト
ヲ
入
レ
換
エ
ル
ベ
キ
ヲ

示
ス
）。

　

�
廣
／
宮
・
細
／
西
・
紀
／
温
・
陽
・
矢
・
近
・
京
／
無
・
附
・
寛
、

「
田
口
朝
臣
馬
長
作
」（
但
シ
、
紀
ハ
小
字
）。



五
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文
字
の
大
小
や
顚
倒
も
あ
り
、
元
に
「
作
」
が
な
い
の
も
気
に
な
る
け
れ

ど
も
、
全
て
の
写
本
に
作
者
名
表
記
が
存
在
し
て
お
り
、
当
該
「
大
伴
宿
祢

書
持
」
の
存
在
を
否
定
す
る
よ
う
な
例
と
は
な
り
得
な
い
。
巻
十
七
に
お
け

る
題
詞
下
の
作
者
名
表
記
の
確
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
例
は
左
注
に
作

者
名
表
記
は
な
く
、
作
者
名
が
重
複
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

次
に
、
Ｂ
17
・
三
九
六
〇
番
歌
題
詞
下
の
「
越
中
守
大
伴
宿
祢
家
持
作
」

と
い
う
作
者
名
。
Ａ
と
同
様
、
廣
瀬
本
の
本
文
と
諸
本
状
況
を
記
す
。

Ｂ　
　

相
歡
歌
二
首　

越
中
守
大
伴
宿
祢
家
持
作

　

庭
尓
敷
流
雪
波
知
敝
之
久
思
加
乃
米4

尓
於
母
比
氐
伎
美
乎

　

安
我
麻
多
奈
久
尓

　

白
浪
乃
余
須
流
伊
蘇
未
乎
榜
船
乃
可
治
登
流
間
奈
久

　

於
母
（
保
）

4

4

要
之
伎
美

　
　
　

右
以
天
平
十
八
年
八
月
掾
大
伴
宿
祢
池
主

　
　
　

附
大
帳
使
赴
向
京
師
而
同
年
十
一
月
還
到
本
任

　
　
　

仍
設
詩
酒
之
宴
彈
絲
飲
樂
是
日
也
白
雪
忽

　
　
　

降
積
地
尺
餘
此
時
也
復
漢
夫
之
船
入
海
浮
瀾

　
　
　

受
守
大
伴
宿
祢
家
持
寄
情
二
眺
聊
裁
所
心

　

�

元
、
ナ
シ
。
廣
・
類
・
古
／
宮
・
細
／
西
・
紀
／
温
・
陽
・
矢
・
近
・

京
／
無
・
附
・
寛
、「
越
中
守
大
伴
宿
祢
家
持
作
」。

　

こ
の
作
者
名
表
記
は
元
暦
校
本
に
存
在
し
な
い
が
、
こ
こ
も
左
注
と
の
重

複
を
嫌
っ
て
の
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
廣
瀬
本

だ
け
な
く
、
類
聚
古
集
、
古
葉
略
類
聚
抄
、
仙
覚
本
系
の
写
本
に
揃
っ
て
作

者
名
表
記
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
こ
は
題
詞
下
の
作
者
名
表
記
を
認
め
て
よ

い
だ
ろ
う
。
こ
の
例
は
、
巻
十
七
に
あ
っ
て
、
題
詞
と
左
注
と
に
作
者
名
表

記
が
重
出
す
る
確
例
と
な
る
の
だ
が
、
左
注
の
「
大
伴
宿
祢
家
持
」
は
文
中

に
紛
れ
や
す
い
形
な
の
で
、
な
お
留
保
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
甲
」
部
の
結
論
は
、
廣
瀬
本
の
独
自
異
文
の

評
価
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

巻
十
七
の
題
詞
左
注
で
廣
瀬
本
の
独
自
異
文
と
そ
れ
に
準
じ
る
例
を
拾
っ

て
み
る
と
、
Ｃ
～
Ｆ
の
四
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る）

（
（

。

　

ま
ず
、
Ｃ
17
・
三
九
五
八
番
歌
題
詞
（「
哀
傷
長
逝
之
弟
歌
」
の
反
歌
）
に

想
定
可
能
な
「
反
歌
」
の
文
字
。
諸
本
の
状
況
は
次
の
通
り
。

（
反
歌
）。
元
・
類
／
宮
・
細
／
西
・
紀
／
温
・
陽
・
矢
・
近
・
京
／
無
・

附
・
寛
、
ナ
シ
。
古
、
ナ
シ
。
但
シ
、
前
行
ニ
「
哀
傷
長
逝
之
弟
哥
一

首
略
之
并
短
哥
二
首
」
ア
リ
。
廣
、
写
真
参
照
。

　

巻
十
七
で
は
、「
反
歌
」
の
頭
書
の
な
い
方
が
普
通
だ
が
、
廣
瀬
本
は
反
歌

の
歌
本
文
を
書
い
て
か
ら
、「
反
歌
」
の
二
文
字
を
補
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、

書
写
者
（
廣
瀬
本
の
書
写
者
、
あ
る
い
は
廣
瀬
本
に
至
る
ま
で
の
い
ず
れ
か

の
書
写
者
）
が
個
人
的
に
反
歌
の
位
置
に
あ
る
短
歌
で
あ
る
こ
と
を
指
示
し



天
平
十
三
年
の
書
持
と
家
持
と
の
贈
答
に
つ
い
て
（
一
）

五
九

た
も
の
な
の
か
、
原
本
に
存
在
し
て
い
た
も
の
の
単
な
る
書
き
落
と
し
に
よ

る
補
入
な
の
か
を
知
る
す
べ
は
な
い）

（
（

。

　

次
は
、
Ｄ
17
・
三
九
六
四
番
歌
左
注
の
「
守
大
伴
宿
祢
家
持
」
で
あ
る
。

廣
瀬
本
と
諸
本
の
状
況
は
次
の
通
り
。

宮
・
細
／
西
・
紀
／
温
・
陽
・
矢
・
近
・
京
／
無
・
附
・
寛
、
次
ノ
歌

ノ
題
詞
ト
ス
ル
。
元
、
ナ
シ
。
題
詞
ノ
前
行
ノ
右
ノ
行
間
ニ
赭
ニ
テ
書

ケ
リ
。
廣
、
写
真
参
照
。

　

廣
瀬
本
の
左
注
の
最
後
に
位
置
し
て
い
る
「
守
大
伴
宿
祢
家
持
」
は
、
元

暦
校
本
、
廣
瀬
本
以
外
で
は
次
の
「
贈
掾
大
伴
宿
祢
池
主
悲
歌
二
首
」
の
題

詞
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。
元
暦
校
本
で
は
左
注
に
も
題
詞
に
も
存
在
せ

ず
、
題
詞
の
前
行
の
右
の
行
間
に
赭
に
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
注
釈
書
類
は
、

題
詞
の
冒
頭
と
判
断
す
る
も
の
―
代
匠
記
（
初
稿
本
）・
代
匠
記
（
精

撰
本
）・
劄
記
・
万
葉
考
・
略
解
・
口
訳
・
新
考
・
全
釈
・
総
釈
・
全

書
・
佐
佐
木
評
釈
・
旧
全
集
・
新
編
全
集
・
釈
注
・
和
歌
大
系
・
新
大

系
・
全
歌
講
義
・
全
解
／
お
う
ふ
う
・
塙CD

－RO
M

削
除
す
る
も
の
―
窪
田
評
釈
・
私
注
・
増
訂
全
註
釈
・
旧
大
系
・
注

釈
・
全
訳
注
・
全
注

左
注
の
作
者
名
表
記
と
す
る
も
の
―
集
成
／
新
校
注
／
松
田
論
文
Ａ

と
割
れ
る
。
こ
の
点
、
巻
十
七
に
お
い
て
、
家
持
作
が
題
詞
に
家
持
作
で
あ

る
こ
と
を
記
す
例
は
な
く
、
い
わ
ば
無
標
に
家
持
作
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し

て
お
り
、
こ
こ
も
左
注
の
作
者
名
表
記
と
認
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
元
来
左
注

に
存
在
し
て
い
た
作
者
名
表
記
の
「
守
大
伴
宿
祢
家
持
」
は
、
無
標
で
家
持

作
歌
を
示
し
て
い
た
次
歌
題
詞
に
有
標
的
に
組
み
込
ま
れ
た
と
理
解
す
べ
き

で
あ
る
。
こ
こ
は
廣
瀬
本
の
独
自
異
文
が
本
文
校
訂
に
有
益
だ
っ
た
例
と
い

っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
題
詞
と
左
注
の
両
方
に
作
者
名
表

記
を
持
つ
例
は
一
例
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
る
。

　

続
い
て
Ｅ
17
・
三
九
六
九
番
歌
序
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
独

自
異
文
か
否
か
判
断
が
分
か
れ
る
。
次
に
廣
瀬
本
の
該
当
部
を
掲
げ
る
。

含
弘
之
徳
、
垂
思4

蓬
體
。
不
貲
之
思
、
報
慰
陋
心
。
戴
荷
来
眷
、
无4

堪

所
喩
也
。
但
以
稚
時
不
渉
遊
藝
之
庭
、
横
翰
之
藻
、
自
乏
乎
彫
蟲
焉
。

幼
年
未
逕
山
柿
之
門
。
裁
歌
之
趣
、
詞
文
追
慙
庸
淺
之
作
。
然
惟
古
人

无
言
不
酬
。
今
者
之
意
、
孰
能
非
報
乎
哉
。
因
以
述
懷
賦
題
、
煩
重
敬

和
。
其
歌
曰

失
乎
聚
林
矣
。
忽
見

4

4

以
藤
續
錦
之
言
、
更
題
将
石
間
瓊
之
詠
。
同
是
俗

愚
懐
癖
、
不
能
黙
已
。
仍
捧
數
行
、
式
酬
嗤
咲
。
其
詞
曰

こ
の
う
ち
、
傍
線
部
の
三
十
八
字
が
通
行
本
に
は
存
在
し
な
い
が
、
検
天
治



六
〇

本
は
文
字
レ
ベ
ル
の
校
異
が
少
し
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
三
十
八
字
が
「
以

藤
續
錦
之
言
」
の
「
之
」
の
次
に
存
在
し
、「
言
」
の
文
字
は
な
い
。
ま
た
、

京
大
本
の
頭
注
に
は
、
や
は
り
ほ
ぼ
同
じ
三
十
八
字
が
存
在
し
、
こ
ち
ら
は

「
裁
歌
之
趣
」
の
下
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

廣
瀬
本
に
よ
れ
ば
、
序
文
は
二
段
落
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
の
末

尾
に
「
其
歌
曰
」
と
「
其
詞
曰
」
を
持
つ
か
な
り
不
思
議
な
文
章
と
な
る
。

ま
た
、
第
二
段
落
の
冒
頭
は
意
味
が
通
ら
な
い
。
武
田
論
文
、
木
下
論
文
は
、

こ
れ
を
家
持
の
草
稿
の
反
映
と
し
た
。
そ
の
判
断
に
つ
い
て
可
否
を
下
す
知

見
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
廣
瀬
本
の
本
文
の
優
越
性
を
示
す
例
と
な

る
可
能
性
を
持
つ）

（
（

。

　

最
後
は
Ｆ
17
・
三
九
七
三
番
歌
の
前
に
位
置
す
る
漢
詩
の
序
文
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
「
日
所
恨
徳
星
已
少
歟
若
不
扣
寂
含
章
何
以
攄
」
の
十
七
字
の
脱
落

で
あ
り
、
目
移
り
に
よ
る
も
の
と
思
し
い
。
書
写
者
の
過
誤
か
、
そ
れ
以
前

か
ら
存
在
し
て
い
た
瑕
疵
な
の
か
は
不
明
だ
が
、
廣
瀬
本
の
独
自
異
文
の
価

値
判
断
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
例
で
あ
る
。

　

以
上
、
巻
十
七
に
お
け
る
廣
瀬
本
の
独
自
異
文
と
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
を

見
て
き
た
。
た
し
か
に
、
廣
瀬
本
を
重
要
視
す
べ
き
箇
所
も
存
在
し
た
が
、

単
な
る
脱
落
の
部
分
も
あ
り
、
結
局
、
個
別
論
と
し
て
考
え
る
よ
り
な
い
。

翻
っ
て
当
該
部
分
（
三
九
〇
九
題
詞
下
の
「
大
伴
宿
祢
家
持
」）
を
見
る
時
、

最
初
に
書
い
た
よ
う
に
、
元
暦
校
本
に
「
大
伴
宿
祢
書
持
」
が
存
在
し
な
い

点
は
題
詞
と
左
注
の
重
複
回
避
に
も
求
め
ら
れ
る
が
、
他
の
諸
本
に
存
在
し

な
い
点
は
無
視
で
き
な
い
。
当
該
部
に
つ
い
て
は
、
廣
瀬
本
の
独
自
異
文
を

積
極
的
に
採
用
す
る
に
足
る
理
由
は
見
出
せ
ず
、「
大
伴
宿
祢
書
持
」
の
六
文

字
を
本
文
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

五　

丙
17
・
三
九
一
一
番
歌
序
文

　

次
に
、
順
序
は
逆
に
な
る
が
、
先
に
丙
17
・
三
九
一
一
番
歌
序
文
に
つ
い

て
述
べ
る
。「
橙
橘
初
咲
霍
鳥
飜
嚶
」
の
部
分
の
「
霍
鳥
」
が
「
霍
公
鳥
」
か

「
霍
鳥
」
と
い
う
校
異
で
あ
る
。
諸
本
の
状
況
は
以
下
の
通
り
。

廣
／
西
・
紀
／
矢
・
近
、「
霍
鳥
」。

宮
・
細
／
温
・
陽
／
無
・
附
・
寛
、「
霍
公
鳥
」。

京
、「
霍
鳥
」（
タ
ダ
シ
、「
公
」
ヲ
右
ニ
書
ケ
リ
。
本
文
中
「
霍
鳥
」
ノ

間
ニ
○
符
ア
リ
）。

　

廣
瀬
本
を
は
じ
め
五
本
が
「
霍
鳥
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
拾
穂
抄
』

以
降
の
主
な
注
釈
書
等
の
状
況
は
以
下
の
通
り
。

霍
公
鳥
―
拾
穂
抄
、
代
匠
記
（
初
）、
代
匠
記
（
精
）、
劄
記
、
考
、
略

解
、
古
義
、
口
訳
、
新
考
、
全
釈
、
旧
大
系
（
訳
文
）、
澤
瀉
注
釈
、
旧

全
集
、
集
成
、
全
訳
注
、
新
編
全
集
、
全
歌
講
義
／
お
う
ふ
う
、
塙CD

－
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／
鈴
木
論
文
Ａ
、
鉄
野
論
文

霍
鳥
―
総
釈
（
佐
佐
木
信
綱
氏
担
当
）、
窪
田
評
釈
、
全
書
、
佐
佐
木

評
釈
、
私
注
、
増
訂
全
註
釈
、
旧
大
系
（
本
文
）、
全
注
（
橋
本
達
雄
氏

担
当
）、
釈
注
、
和
歌
大
系
、
新
大
系
、
全
解
／
新
校
注
／
松
田
論
文

Ｂ
、
花
井
論
文
、
鈴
木
論
文
Ｂ

　

最
初
に
「
霍
鳥
」
を
採
用
し
た
の
は
『
総
釈
』
だ
が
、
こ
れ
に
関
係
す
る
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六
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記
述
は
な
い
。『
窪
田
評
釈
』
も
「『
霍
鳥
』
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
。」
と
記
す
の

み
で
あ
る
。
最
初
に
「
霍
鳥
」
に
つ
い
て
触
れ
た
の
は
『
全
書
』
で
、「
霍
鳥

は
、
霍
公
鳥
の
略
。
上
の
橙
橘
初
咲
の
対
句
と
し
て
四
字
に
し
た
。」
と
述
べ

た
。
極
め
て
適
切
な
注
で
あ
り
、
以
下
、「
霍
鳥
」
を
採
用
す
る
諸
注
が
『
全

書
』
に
触
れ
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。

　

類
例
は
、
17
・
三
九
一
四
番
歌
左
注
（
3
ペ
ー
ジ
）
に
も
見
え
る
。
状
況

は
次
の
通
り
。

元
・
廣
・
類
、「
霍
鳥
」。

宮
・
細
／
西
・
紀
／
温
・
陽
・
矢
・
近
・
京
／
無
・
附
・
寛
、「
霍
公
鳥
」。

　

こ
こ
も
「
～
交
遊
集
宴　

此
日
此
處　

霍
鳥
不
喧　

仍
作
件
歌
」
と
四
字

句
に
揃
え
て
い
る
箇
所
で
あ
り
、『
新
大
系
』
や
『
新
校
注
』
が
「
霍
鳥
」
と

し
た
の
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。

　

当
該
序
文
は
四
字
句
を
基
調
と
し
た
作
品
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
廣
瀬

本
の
登
場
に
よ
っ
て
本
文
が
確
定
し
た
例
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

六　

乙
17
・
三
九
一
〇
番
歌
左
注

　

続
い
て
、
乙
17
・
三
九
一
〇
番
歌
の
左
注
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
。
通
行

本
文
は
「
右
四
月
二
日
大
伴
宿
祢
書
持
従
奈
良
宅
贈
兄
家
持
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
続
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
「
和
歌
Ｘ
首
」（
Ｘ
は
「
二
」
か
「
四
」。

ま
た
、「
歌
」
か
「
謌
」
か
は
問
わ
な
い
）
の
文
字
を
持
つ
本
が
存
在
す
る
。

な
お
類
聚
古
集
は
題
詞
と
左
注
と
が
入
り
混
じ
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
状

況
は
以
下
の
通
り
。

西
・
紀
／
温
・
陽
・
矢
・
近
・
京
、
ナ
シ
。
京
、
赭
小
字
ニ
テ
「
和
歌

二
首
」
ト
書
ケ
リ
。

廣
、「
和
歌
四
首
」。

宮
、
細
、「
和
謌
二
首
」。

無
、
附
、
寛
、「
和
歌
二
首
」。

類
、
三
九
一
〇
番
歌
本
文
ノ
下
ニ
小
字
「
大
伴
書
持
詠
霍
公
鳥
従
奈
良

宅
贈
見
家
持
哥
二
首
之
中
」
ア
リ
。

　

非
仙
覚
本
で
あ
る
廣
瀬
本
に
は
「
和
歌
四
首
」、
寛
元
本
系
と
そ
の
流
れ
を

汲
む
版
本
に
は
「
和
歌
二
首
」、
そ
し
て
、
寛
元
本
系
と
い
わ
れ
る
京
大
本
の

赭
に
「
和
歌
二
首
」
と
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
最
初
に
触
れ
た
の
は
『
代
匠
記　

初
稿
本
』
で
あ
る
。

同
書
は
「
三
誤
作
レ
二
」
と
し
か
述
べ
な
い
が
、「
三
」
は
家
持
に
よ
る
返
歌

の
歌
数
な
の
で
、
こ
の
「
三
首
」
を
家
持
歌
の
題
詞
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、「
家
持
和
歌
三
首
」
な
の
か
「
和
歌
三
首
」
な
の
か

と
い
っ
た
細
か
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
『
代
匠
記
』
説
を
承
け
た

『
新
考
』
は
、

和
歌
二
首
は
和
歌
三
首
の
誤
に
て
次
の
歌
の
標
題
な
る
が
ま
ぎ
れ
て
前

の
歌
の
左
註
に
つ
ら
な
れ
る
な
り
。（
17
・
三
九
一
〇
番
歌
左
注
の
注
）

前
の
歌
の
左
註
の
末
な
る
和
歌
二
首
を
引
離
ち
そ
の
二
を
三
に
改
め
て

新
た
に
此
歌
ど
も
の
標
題
と
し
た
る
な
り
。（
17
・
三
九
一
一
番
歌
題
詞

の
注
）

と
、
こ
の
点
を
明
確
に
記
し
た
。
こ
の
『
代
匠
記
』・『
新
考
』
説
に
対
し
、



六
二

『
劄
記
』
は
、「
和
歌
二
首
、
此
四
字
不
審
。
疑
ふ
ら
く
は
衍
文
歟
。」
と
衍
字

で
あ
る
と
指
摘
し
、『
全
釈
』
が
こ
れ
に
従
い
、

和
歌
二
首
と
あ
る
の
は
、
疑
は
し
い
。
和
歌
は
和
へ
歌
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
に
適
応
し
な
い
。
西
本
願
寺
本
・
神
田
本
な
ど
に
、
こ
の
四
字
が

無
い
の
が
原
形
で
あ
ら
う
。

と
、「
和
歌
」
が
「
や
ま
と
う
た
」
で
は
な
く
「
和
す
る
歌
」
で
あ
る
こ
と
を

根
拠
に
衍
字
説
を
補
強
し
、
通
説
化
し
た
。
た
し
か
に
最
初
に
家
持
に
贈
ら

れ
た
書
持
歌
が
「
和
歌
」
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
が
、
そ
れ
は
「
和
歌
」

が
左
注
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
の
も
の
で
し
か
な
い
。

　

こ
う
し
た
研
究
状
況
を
う
け
、
こ
の
点
に
つ
い
て
最
も
詳
細
に
述
べ
た
論

が
鈴
木
論
文
Ａ
の
注
で
あ
る
。
鈴
木
論
文
の
中
か
ら
、
要
と
な
り
そ
う
な
部

分
を
引
用
す
る
（
傍
線
は
引
用
者
）。

イ�

書
持
歌
の
左
注
が
一
行
書
き
で
、
し
か
も
家
持
歌
の
題
詞
が
そ
の
左

に
は
ぼ
同
じ
高
さ
で
記
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
後
の
書
写
筆
者
が
～

中
略
～
誤
っ
て
「
和
歌
三
首
」
を
書
持
歌
の
左
注
に
連
ね
る
こ
と
も
、

ま
た
「
和
歌
三
首
」
を
「
和
歌
二
首
」
の
誤
り
と
考
え
る
こ
と
も
あ

り
う
る
。

ロ�

「
和
歌
二
首
」
を
衍
文
と
す
る
通
説
に
従
え
ば
、
家
持
歌
に
題
詞
は
な

い
と
い
う
不
審
を
招
く
。
～
中
略
～
17
三
八
九
〇
～
三
九
二
一
は
後

の
追
補
と
思
わ
れ
（『
代
匠
記
」
惣
釈
）、
題
詞
、
左
注
が
歌
の
創
作

時
期
よ
り
も
ず
っ
と
後
に
、
大
伴
家
持
に
よ
っ
て
整
え
記
さ
れ
た
こ

と
は
、
ま
ず
疑
を
容
れ
な
い
。
こ
の
一
群
の
中
で
題
詞
の
な
い
の
は

当
面
の
家
持
歌
だ
け
な
の
で
あ
る
。

ハ�

家
持
は
後
の
序
文
を
伴
う
歌
（
17
三
九
六
五
～
三
九
六
六
、
三
九
六

九
～
三
九
七
二
、
18
四
一
〇
六
～
四
一
〇
九
、
19
四
二
四
八
～
四
二

四
九
）
に
は
必
ず
題
詞
を
付
し
て
い
る
こ
と
も
、
右
の
不
審
を
い
っ

そ
う
強
め
る
ば
か
り
で
あ
る
（
注
略
）。
こ
の
問
題
も
、
原
本
に
家
持

歌
の
題
詞
と
し
て
、
歌
序
の
前
に
「
和
歌
三
首
」
と
あ
っ
た
と
考
え

る
こ
と
で
解
決
を
み
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鈴
木
論
文
Ａ
は
「
和
歌
三
首
」
が
家
持
返
歌
の
題
詞
で
あ

っ
た
可
能
性
を
追
究
す
る
の
だ
が
、
論
文
本
文
中
に
「
和
歌
三
首
」
の
記
述

は
な
く
、
鈴
木
論
文
Ｂ
に
お
い
て
も
「
和
歌
三
首
」
は
採
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

注
釈
書
や
論
文
で
、
こ
の
「
和
歌
三
首
」
を
家
持
返
歌
の
題
詞
と
し
て
い
る

も
の
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
本
稿
は
「
和
歌
三
首
」
を
積
極
的
に
家
持
返
歌

の
題
詞
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
、
鈴
木
論
文
に
導
か

れ
な
が
ら
論
を
進
め
る
。

七　

�

17
・
三
九
一
一
番
歌
の
題
詞（
一
）―
鈴
木
論
文
Ａ
を
基
に
―

　

ま
ず
、
鈴
木
論
文
Ａ
が
示
す
、「
イ
」
の
左
注
と
題
詞
と
が
連
続
す
る
場
合

の
文
字
の
高
さ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
写
本
の
書
写
態
度
に
よ
っ
て
大
き
く
変

わ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
こ
で
、
巻
十
七
の
廣
瀬
本

と
元
暦
校
本
と
を
比
較
し
て
み
る
。
た
だ
し
、
廣
瀬
本
の
巻
十
七
の
四
〇
〇

三
番
歌
以
降
は
巻
十
の
後
半
部
に
記
さ
れ
て
お
り
、
筆
も
違
う
た
め
比
較
対



天
平
十
三
年
の
書
持
と
家
持
と
の
贈
答
に
つ
い
て
（
一
）

六
三

象
と
は
し
な
か
っ
た
。
引
用
は
ど
ち
ら
も
天
の
位
置
に
歌
や
序
文
を
取
り
、

題
詞
や
左
注
が
そ
こ
か
ら
何
文
字
下
が
っ
て
い
る
か
を
明
瞭
に
す
る
た
め
、

文
字
数
分
の
□
を
記
し
た
。
文
字
数
に
つ
い
て
は
微
妙
な
場
合
も
あ
る
が
、

行
論
に
支
障
は
な
い
。
ま
た
、
改
行
位
置
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

Ｇ
17
・
三
八
九
九
左
注
～

　

元
□
□
□
右
九
首
作
者
不
審
姓
名

　

□
□
十
年
七
月
七
日
之
夜
獨
仰
天
漢
聊

　

□
□
述
懐
一
首

　

廣
□
□
□
右
九
首
作
者
不
審
姓
名

　

□
□
十
年
七
月
七
日
之
夜
獨
仰
天
漢
聊
述
懐
一
首

Ｈ
17
・
三
九
〇
〇
左
注
～

　

元
□
□
□
□
□
右
一
首
大
伴
宿
祢
家
持
作

　

□
□
□
□
□
□
追
和
大
宰
之
時
梅
花
新
歌
六
首

　

廣
□
□
□
右
一
首
大
伴
宿
祢
家
持
作

　

□
□
追
和
大
宰
之
時
梅
花
新
歌
六
首

Ｉ
17
・
三
九
〇
八
左
注
～

　

元
□
□
右
十
二
年
十
二
月
九
日
大
伴
宿
祢
書
持
作

　

□
□
讃
三
香
原
新
都
歌
一
首

　

廣
□
□
□
右
十
二
年
十
二
月
九
日
大
伴
宿
祢
家
持
作

　

□
□
讃
三
香
原
新
都
歌
一
首

Ｊ
17
・
三
九
七
二
左
注
～

　

元
□
□
□
三
月
三
日
大
伴
宿
祢
家
持

　

□
□
七
言
晩
春
遊
覧
一
首
并
序

　

廣
□
□
三
月
三
日
大
伴
宿
祢
家
持

　

□
□
□
七
言
晩
春
三
日
遊
覧
一
首
并
序

　

Ｇ
、
Ｉ
は
、
元
暦
校
本
、
廣
瀬
本
と
も
に
、
左
注
の
方
が
次
の
題
詞
よ
り

も
低
く
書
か
れ
て
い
る
例
。
も
っ
と
も
一
般
的
な
書
式
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
Ｈ
は
元
暦
校
本
で
は
左
注
と
題
詞
と
が
同
じ
高
さ
に
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
廣
瀬
本
で
は
一
般
的
な
書
式
の
も
の
。
Ｊ
は
Ｈ
と
は
逆
に
廣
瀬
本
で

は
左
注
と
題
詞
と
が
同
じ
高
さ
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
元
暦

校
本
、
廣
瀬
本
と
も
に
左
注
と
題
詞
と
が
同
じ
高
さ
の
例
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
結
果
に
な
る
の
は
、
特
に
元
暦
校
本
と
廣
瀬
本

と
の
比
較
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
た
と
え
ば
、
廣
瀬
本
の
巻
十
七

で
も
巻
十
に
継
が
れ
て
い
る
後
半
部
分
で
は
、
左
注
と
次
の
題
詞
は
全
て
同

じ
高
さ
で
記
さ
れ
て
い
る
（
六
例
）。
左
注
と
次
の
歌
の
題
詞
が
連
続
し
て
し

ま
う
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
意
味
理
解
を
伴
う
書
写
が

行
わ
れ
る
と
、
左
注
と
次
歌
題
詞
と
の
切
り
方
に
誤
解
が
生
じ
る
場
合
が
発

生
す
る
。
先
に
触
れ
た
Ｄ
17
・
三
九
六
四
番
歌
左
注
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
二
ペ
ー
ジ
の
廣
瀬
本
に
示
し
た
よ
う
に
、
当
該
部
分
は
一
行
あ
た

り
の
文
字
数
を
考
え
る
と
、「
兄
家
持
」
付
近
が
改
行
位
置
に
あ
た
る
た
め
、

「
和
歌
」
を
「
や
ま
と
う
た
」
と
理
解
し
て
し
ま
え
ば
、
書
持
贈
歌
の
左
注
に

見
え
る
「
右
四
月
二
日
大
伴
宿
祢
書
持
従
二
奈
良
宅
一
贈
二
兄
家
持
一
和
歌
二

首
」
の
文
字
列
（
便
宜
上
、
返
り
点
を
付
し
た
）
は
、

右
、
四
月
二
日
、
大
伴
宿
祢
書
持
、
奈
良
の
宅
よ
り
兄
家
持
に
贈
る
和



六
四

歌
二
首

と
読
め
て
し
ま
う
。
当
該
箇
所
の
左
注
と
次
歌
題
詞
と
が
一
連
な
り
の
左
注

と
理
解
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

次
に
「
ロ
・
ハ
」
は
と
も
に
家
持
の
返
歌
に
題
詞
の
な
い
点
を
取
り
あ
げ

る
。
鈴
木
論
文
Ａ
は
そ
れ
を
生
身
の
大
伴
家
持
の
問
題
と
し
て
取
り
あ
げ
て

い
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
静
態
と
し
て
の
巻
十
七
の
問
題
と
し
て
捉
え
な

お
し
た
い
。

　

巻
十
七
を
俯
瞰
し
た
と
き
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
鈴
木
論

文
Ａ
も
述
べ
る
題
詞
の
存
在
が
あ
る
。
巻
十
七
に
は
数
え
方
に
も
よ
る
が
、

四
十
三
の
作
品
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
中
で
、
題
詞
を
持
た
な
い
作
品
は
当

該
家
持
の
返
歌
を
除
く
と
、

　

1　

池
主
か
ら
家
持
に
贈
ら
れ
た
三
九
六
七
～
三
九
六
八
番
歌

　

2　

池
主
か
ら
家
持
に
贈
ら
れ
た
三
九
七
三
～
三
九
七
五
番
歌

　

3　

天
平
二
十
年
の
「
あ
ゆ
の
風
」（
四
〇
一
七
）
以
下
の
四
首

の
三
例
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
1
・
2
」
は
池
主
作
歌
で
あ
り
、
よ
く
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
書
簡
の
切
り
継
ぎ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。「
3　

天
平
二

十
年
の
「
あ
ゆ
の
風
」
以
下
の
四
首
」
に
題
詞
が
存
在
し
な
い
理
由
は
不
明

だ
が
、
こ
の
四
首
よ
り
も
後
の
天
平
二
十
年
の
作
に
は
題
詞
は
あ
る
も
の
の
、

作
歌
の
日
付
が
記
さ
れ
ず
、
天
平
十
九
年
ま
で
の
歌
々
が
、
日
付
が
わ
か
ら

な
い
場
合
は
「
其
宴
所
并
年
月
未
得
詳
審
也
」（
17
・
三
九
一
四
左
注
）
や

「
年
月
不
審
」（
17
・
四
〇
一
六
左
注
）
の
よ
う
に
、
そ
の
年
月
に
興
味
を
示

し
つ
つ
も
不
明
と
記
す
中
に
あ
っ
て
例
外
と
な
る
。
巻
十
七
中
、
天
平
二
十

年
は
別
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
巻
十
七
の
題
詞
は
基
本
的
に
「
～
歌
（
賦
）
～
首
」
の
形
式
を

取
る
。
こ
の
例
外
と
な
る
の
は
、
複
数
作
者
を
か
か
え
る
、

八
月
七
日
夜
集
于
守
大
伴
宿
祢
家
持
舘
宴
歌
（
17
・
三
九
四
三
）

で
あ
る
が
、
こ
の
歌
群
は
左
注
に
は
逐
一
「
右
～
首
～
作
」
と
記
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
巻
十
七
全
体
か
ら
帰
納
し
た
と
き
、
当
該
家
持
返
歌
の
題
詞
に
は
、

一　

左
注
に
作
者
名
表
記
が
あ
る
た
め
、
作
者
名
が
な
い

二　
「
～
歌
～
首
」
の
形
式

と
い
う
二
点
を
満
た
し
た
文
字
列
が
期
待
さ
れ
、「
和
歌
三
首
」
は
こ
れ
ら
の

条
件
を
満
た
す
。

　

以
上
、
鈴
木
論
文
に
導
か
れ
な
が
ら
「
和
歌
三
首
」
と
い
う
題
詞
の
存
在

の
高
い
蓋
然
性
を
述
べ
て
き
た
。
次
は
も
う
少
し
別
の
観
点
か
ら
「
和
歌
三

首
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

八　
17
・
三
九
一
一
番
歌
の
題
詞（
二
）―
類
聚
古
集
か
ら
―

　

た
し
か
に
、
当
該
部
分
は
元
暦
校
本
が
欠
け
て
お
り
（
返
歌
第
三
首
の
訓

の
部
分
以
降
は
存
在
す
る
）、
題
詞
左
注
部
分
の
全
て
を
持
っ
て
い
る
非
仙
覚

本
は
廣
瀬
本
し
か
な
い
。
し
か
し
、
類
聚
古
集
に
は
こ
の
贈
答
が
記
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
題
詞
左
注
の
文
字
列
を
推
定
さ
せ
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い

る
。
書
持
贈
歌
か
ら
見
て
み
よ
う
。
贈
歌
第
一
首
（
17
・
三
九
〇
九
）
は
、

類
聚
古
集
の
第
二
巻
四
十
丁
ウ
に
あ
り
、
10
・
一
九
六
二
番
歌
に
続
く
形
で

記
さ
れ
て
い
る
。
次
の
通
り
。
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六
五

十
本
人
霍
公
鳥
乎
八
希
将
見
今
哉
汝
来
戀

　

乍
居
者
大
伴
宿
祢
盡
持
詠
霍
公
鳥
従
奈
良
宅
贈
大
家
持

哥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十七多
知
波
奈
波
常
花
○尓

毛
歟
保
登
等
藝
須
固周

无

　

等
来
鳴
者
伎
可
奴
日
奈
家
牟

　

贈
歌
第
一
首
の
題
詞
が
直
前
の
歌
に
割
り
注
の
形
で
入
っ
て
し
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
割
り
注
に
は
「
大
伴
宿
祢
盡
持
詠
霍
公
鳥
従
奈
良
宅
贈
大
家
持
哥
」

と
あ
る
。
途
中
「
盡
」
は
「
書
」、「
大
」
は
「
兄
」
の
誤
写
で
あ
り
、「
従
」

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
文
脈
か
ら
考
え
て
暫
定
的

に
「
従
」
と
し
て
お
く
。
先
に
も
触
れ
た
（
後
に
も
触
れ
る
）
贈
歌
第
二
首

（
17
・
三
九
一
〇
）
の
割
注
同
様
、
題
詞
と
左
注
と
が
入
り
混
じ
っ
た
形
に
な

っ
て
い
る
。
依
拠
し
た
部
分
を
記
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
（
明
ら
か
な
誤
字

は
訂
正
し
た
。
ま
た
「
左
」
は
左
注
、「
題
」
は
題
詞
、「
？
」
は
依
拠
不
明

を
示
す
）。

大左

伴左

宿左

祢左

書左

持左

詠題

霍題

公題

鳥題

従左

奈左

良左

宅左

贈左

兄左

家左

持左

哥？

　
「
哥
」
に
つ
い
て
は
、『
万
葉
集
』
を
解
体
し
類
題
集
を
作
り
上
げ
た
時
に

付
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
題
詞
か
ら
取
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
左
注
に
「
和

歌
二
首
」
な
ど
と
あ
り
、
そ
こ
か
ら
取
っ
た
も
の
な
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。

し
か
し
、「
詠
霍
公
鳥
」
と
「
従
奈
良
宅
贈
兄
家
持
」
か
ら
、
書
持
贈
歌
に
現

行
本
に
近
い
題
詞
左
注
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
点
は
、
贈
歌
第
二
首
（
17
・
三
九
一
〇
）
か
ら
も
推
定
可
能
で
あ
る
。

贈
歌
第
二
首
は
、
類
聚
古
集
の
第
二
巻
七
丁
オ
に
見
え
る
。
以
下
の
通
り
。

十七珠
尓
奴
久
安
布
知
乎
宅
尓
宇
恵
多
良
婆
夜
麻
霍

公
鳥
可
礼
受
許
武
可
聞
大
伴
書
持
詠
霍
公
鳥
従
奈
良
宅

贈
見
家
持
哥
二
首
之
中　
　

　

歌
本
文
は
現
行
本
文
と
一
致
し
、
割
り
注
部
分
に
は
「
大
伴
書
持
詠
霍
公

鳥
従
奈
良
宅
贈
見
家
持
哥
二
首
之
中
」
と
あ
る
。
途
中
「
見
」
は
「
兄
」
の

誤
写
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
割
り
注
も
、
贈
歌
第
一
首
と
全
く
同
じ
タ
イ
プ

で
あ
る
。

大左

伴左

書左

持左

詠題

霍題

公題

鳥題

従左

奈左

良左

宅左

贈左

兄左

家左

持左

哥？

二？

首？

之
中

　

最
後
の
「
二
首
」
は
、
題
詞
か
ら
取
っ
た
「
二
首
」
な
の
か
、
左
注
に
「
和

歌
二
首
」
と
あ
り
、
そ
こ
か
ら
取
っ
た
「
二
首
」
な
の
か
、
や
は
り
判
然
と

し
な
い
。

　

続
い
て
、
類
聚
古
集
の
家
持
返
歌
を
み
て
み
よ
う
。
返
歌
第
一
首
（
17
・

三
九
一
一
）
は
第
二
巻
四
十
一
丁
オ
に
記
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
は
題
詞
が
付
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　

内
舎
人
家
持
従
久
迩
京
報
弟
書
持
哥

十七安
之
比
奇
能
山
邊
尓
乎
礼
婆
保
登
等
藝
須
木
際

　

多
知
久
吉
奈
可
奴
日
波
奈
之

　

こ
の
題
詞
は
次
に
示
す
よ
う
に
返
歌
第
三
首
の
左
注
か
ら
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

内左

舎左

人左

家左

持左

従左

久左

迩左

京左

報左

弟左

書左

持左

哥？

　

返
歌
第
二
首
（
17
・
三
九
一
二
）
は
、
返
歌
第
一
首
に
続
い
て
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
題
詞
左
注
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
返
歌
第
三
首
（
17
・
三
九
一
三
）
は
、
第
二
巻
七
丁
ウ
に
あ
り
、

以
下
の
通
り
。
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十七保
登
等
藝
須
安
不
知
能
枝
尓
由
吉
氐
居
者
花
波

知
良
牟
奈
珠
登
見
流
麻
泥
内
舎
人
家
持
和
久
迩
京
報
弟

子
持
哥
三
首
之
中　
　
　

　

こ
ち
ら
も
本
文
に
誤
り
は
な
く
、
割
り
注
部
分
は
「
内
舎
人
家
持
和
久
迩

京
報
弟
子
持
哥
三
首
之
中
」
と
な
っ
て
い
る
。「
子
」
は
「
書
」
の
誤
字
だ
ろ

う
。
そ
の
依
拠
し
た
部
分
は
以
下
の
通
り
。

内左

舎左

人左

家左

持左

和○

久左

迩左

京左

報左

弟左

書左

持左

哥○

三○

首○

之
中

　

○
を
付
し
た
「
和
」、「
哥
三
首
」
は
、
こ
れ
ま
で
推
定
し
て
き
た
家
持
返

歌
の
題
詞
「
和
歌
三
首
」
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
い
。
類

聚
古
集
に
残
さ
れ
た
題
詞
・
左
注
か
ら
考
え
る
に
、
家
持
の
返
歌
に
は
「
和

歌
三
首
」
の
題
詞
が
付
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

九　
17
・
三
九
一
一
番
歌
の
題
詞
（
三
）
―
廣
瀬
本
か
ら
―

　

こ
こ
ま
で
、
家
持
返
歌
に
「
和
歌
三
首
」
の
題
詞
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

を
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
廣
瀬
本
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
次
に
廣
瀬
本
の

当
該
部
を
掲
げ
る
。

　
「
和
歌
四
首
」
の
高
さ
は
「
右
四
月
二
日
」
よ
り
や
や
低
い
。
そ
し
て
、
直

前
行
の
最
下
部
に
位
置
す
る
「
兄
家
持
」
は
あ
き
ら
か
に
字
が
小
さ
く
な
り
、

無
理
に
一
行
に
収
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
廣
瀬
本

の
書
写
者
に
と
っ
て
「
和
歌
四
首
」
を
独
立
し
た
一
行
に
す
る
必
要
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
。
少
な
く
と
も
廣
瀬
本
は
「
和
歌
四
首
」
を
家
持
返
歌
の
題

詞
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
な
お
、「
和
歌
二
首
」
を
持
つ
、
宮
、
無
、
附
、
寛

の
写
真
を
見
た
が
、
行
頭
が
「
兄
家
持
和
謌
二
首
」（
宮
）、「
家
持
和
歌
二

首
」（
無
、
附
、
寛
）
と
な
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
「
和
歌
二
首
」
と
い
う

題
詞
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た）

（
（

。

　

廣
瀬
本
で
は
「
和
歌
四
首
」
と
い
う
題
詞
が
付
さ
れ
て
い
た
。「
三
首
」
で

は
な
く
、「
四
首
」
で
あ
る
点
に
疑
問
が
残
る
が
、
こ
れ
は
い
か
ん
と
も
し
が

た
い
。「
橙
橘
初
咲
～
」
の
序
文
を
歌
と
理
解
し
た
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
と

思
う
が
想
像
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
実
際
に
は
三
首
し
か
な
く
、
類

聚
古
集
を
見
合
わ
せ
た
と
き
、
家
持
返
歌
の
題
詞
は
「
和
歌
三
首
」
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
寛
元
本
系
と
版
本
に
見
え
る
「
和
歌
二0

首
」
は
左
注

に
取
り
込
ま
れ
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
も
「
四0

首
」
同
様
、

想
像
の
域
を
出
な
い
。

　

な
お
、
寛
元
本
で
は
「
和
歌
二
首
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
文
永
本
に
お
い

て
削
除
さ
れ
た
理
由
は
、
左
注
に
取
り
込
ま
れ
た
「
和
歌
二
首
」
の
「
和
歌
」

を
「
や
ま
と
う
た
」
と
認
定
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う

の
も
、
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
に
記
さ
れ
た
『
仙
覚
抄
』
の
「
万
葉
集
ノ

題
号
」
の
条
に
は
、『
万
葉
集
』
で
あ
っ
て
『
万
葉
和
歌
集
』
で
は
な
い
理
由
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七

を
述
べ
る
く
だ
り
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、

有テ
二
他
人
一
、
詠
二
同
題ヲ
一
云
二
和
哥ト
一
。
不
レ
然
只
某
甲
カ
作
哥
ナ
ト
カ
ケ

ル
也

と
、「
和
歌
」
は
「
和
す
る
歌
」
で
あ
り
、「
や
ま
と
う
た
」
で
は
な
い
と
述

べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
寛
元
本
成
立
か
ら
文
永
三
年
本
成
立
ま
で
の
間
に
、

仙
覚
が
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
と
す
れ
ば
、
よ
り
積
極
的
に
「
和
歌
二
首
」

を
衍
字
だ
と
断
定
す
る
要
因
に
は
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
推
測
に

過
ぎ
な
い
。

　

最
後
に
、
あ
ら
た
め
て
「
和
歌
三
首
」
が
脱
落
す
る
要
因
と
、「
和
歌
三

首
」
が
付
加
さ
れ
る
要
因
と
を
比
較
し
て
み
た
い
。「
和
歌
三
首
」
の
脱
落
に

つ
い
て
は
、「
和
歌
」
を
「
や
ま
と
う
た
」
と
解
釈
し
た
結
果
、
後
の
衍
入
が

疑
わ
れ
た
可
能
性
や
、

　

右
四
月
二
日
□
□
□
大
伴
宿
祢
書
持
従
奈
良
宅�
贈�
兄
家
持

　

右
四
月
三
日
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
従
久
邇
京
報
送
弟
書
持

と
い
う
よ
う
に
、
対
照
を
成
す
二
つ
の
左
注
を
重
要
視
し
た
可
能
性
、
さ
ら

に
、
題
詞
に
「
詠
霍
公
鳥
歌
二
首
」
と
あ
る
た
め
、
そ
の
「
二
首
」
と
の
重

複
忌
避
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。一
方
、「
和
歌
三
首
」（「
二
首
」あ
る
い
は
「
四

首
」）
の
衍
入
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
因
を
推
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十　

む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
述
べ
て
き
た
書
持
贈
歌
の
左
注
か
ら
家
持
返
歌
の
序
文
ま
で
の
校

訂
本
文
を
前
後
の
歌
と
と
も
に
あ
げ
る
。
た
だ
し
、
題
詞
、
序
文
、
左
注
の

高
さ
は
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
。

玉
に
貫
く　

楝
を
家
に　

植
ゑ
た
ら
ば　

山
ほ
と
と
ぎ
す　

離
れ
ず
来

む
か
も
（
17
・
三
九
一
〇
）

　
　
　

右
四
月
二
日
大
伴
宿
祢
書
持
従
奈
良
宅
贈
兄
家
持

　
　

和
歌
三
首

　

�

橙
橘
初
咲　

霍
鳥
飜
嚶　

對
此
時
候　

詎
不
暢
志　

因
作
三
首
短
歌

以
散
欝
結
之
緒
耳

あ
し
ひ
き
の　

山
辺
に
居
れ
ば　

ほ
と
と
ぎ
す　

木
の
間
立
ち
潜
き　

鳴
か
ぬ
日
は
な
し
（
17
・
三
九
一
一
）

　

家
持
返
歌
に
「
和
歌
三
首
」
と
い
う
題
詞
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
家
持
返

歌
に
「
和
歌
」
と
し
て
の
理
解
を
要
求
す
る
。
歌
群
全
体
の
解
釈
に
つ
い
て

は
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
。

【
参
考
文
献
】

小
野
寛
氏
「
大
伴
書
持
小
考
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
二
〇
集
・
一
九
九
三
年
十
月
）

神
堀
忍
氏
「
元
暦
校
本
萬
葉
集
巻
第
十
七
、
巻
第
十
八
の
書
寫
上
の
異
同
を
め
ぐ
つ
て
」

（『
万
葉
』
一
九
号
・
一
九
五
六
年
四
月
）

木
下
正
俊
氏
「
巻
十
七
の
対
立
異
文
の
持
つ
意
味
」（『
万
葉
』
四
六
号
・
一
九
六
三
年
一

月
／
『
萬
葉
集
論
考
』
臨
川
書
店
二
〇
〇
〇
年
）

佐
藤
隆
氏
「
内
舎
人
大
伴
家
持
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
―
書
持
の
影
響
を
中
心
と
し
て
」（『
中

京
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
七
巻
一
号
・
一
九
九
二
年
六
月
／
『
大
伴
家
持
作
品
論
説
』

お
う
ふ
う
一
九
九
三
年
）

鈴
木
武
晴
氏
「
家
持
と
書
持
の
贈
報
」（『
山
梨
英
和
短
期
大
学
紀
要
』
二
一
号
・
一
九
八

八
年
一
月
）
鈴
木
論
文
Ａ

鈴
木
武
晴
氏
「
家
持
と
書
持
の
贈
報
再
論
―
異
論
を
超
え
て
真
実
へ
―
」（『
都
留
文
科



六
八

大
学
研
究
紀
要
』
八
五
号
・
二
〇
一
七
年
三
月
）
鈴
木
論
文
Ｂ

武
田
祐
吉
氏
「『
元
暦
校
本
』
巻
第
十
七
の
考
察
」（『
日
本
文
学
論
纂
』
明
治
書
院
一
九
三

二
年
／
『
武
田
祐
吉
著
作
集　

第
五
巻
』
角
川
書
店
一
九
七
三
年
）

鉄
野
昌
弘
氏
「
詠
物
歌
の
方
法
―
家
持
と
書
持
―
」（『
万
葉
』
一
六
三
号
・
一
九
九
七

年
九
月
／
『
大
伴
家
持
「
歌
日
誌
」
論
考
』
塙
書
房
二
〇
〇
七
年
）

花
井
し
お
り
氏
「「
橘
」
と
「
あ
ふ
ち
」
―
家
持
と
書
持
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
め
ぐ
る
贈

答
―
」（『
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
四
七
号
・
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）

松
田
聡
氏
「
万
葉
集
末
四
巻
に
お
け
る
作
者
無
記
の
歌
―
歌
日
記
の
編
纂
と
家
持
―
」

（『
早
稲
田
大
学
国
文
学
研
究
』
一
五
六
号
・
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
／
『
家
持
歌
日
記
の

研
究
』
所
収
）
松
田
論
文
Ａ

松
田
聡
氏
「
家
持
と
書
持
の
贈
答
―
「
橘
の
玉
貫
く
月
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
万
葉
』
二

二
二
号
・
二
〇
一
六
年
五
月
／
『
家
持
歌
日
記
の
研
究
』
塙
書
房
二
〇
一
七
年
）
松
田

論
文
Ｂ

吉
井
巌
氏
「
元
暦
校
本
万
葉
集
巻
十
七
の
一
性
質
」（『
万
葉
』
一
〇
号
・
一
九
五
四
年
一

月
）

注（
1
）�

諸
本
の
名
称
、
及
び
「
廣
」
な
ど
の
略
号
は
、
紀
州
本
（
神
田
本
）
を
「
紀
」

と
す
る
以
外
は
、
全
て
『
校
本
万
葉
集
』
に
拠
っ
た
。

（
2
）�

軽
微
な
校
異
と
判
断
し
た
も
の
に
は
傍
点
を
、
問
題
と
な
る
校
異
に
は
棒
線
を

付
し
た
。

（
3
）�

以
下
の
翻
刻
も
2
ペ
ー
ジ
同
様
、
改
行
位
置
や
段
下
げ
を
で
き
る
だ
け
正
確
に

再
現
す
る
形
で
記
し
て
い
る
。

（
4
）�

一
字
単
位
の
も
の
や
微
細
な
校
異
は
省
い
た
。

（
5
）�

17
・
三
九
五
七
番
歌
は
、
割
り
注
に
よ
る
自
注
が
存
在
す
る
た
め
、
写
本
に
よ

っ
て
改
行
位
置
が
異
な
る
。
こ
の
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

（
6
）�

こ
の
点
、
木
下
正
俊
氏
「
廣
瀬
本
萬
葉
集
解
説
」（『
校
本
万
葉
集　

第
十
八
巻
』

岩
波
書
店
一
九
九
四
年
）
に
も
詳
し
い
。
ま
た
、
同
氏
前
掲
論
文
に
も
言
及
が
あ

る
。
な
お
『
萬
葉
集
論
考
』（
臨
川
書
店
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
の
際
に
大
き
く
改
稿

さ
れ
て
い
る
。

（
7
）�

細
井
本
は
未
見
。

�

　

本
研
究
はJSPS

科
研
費JP20K

00329

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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六
九

The Correspondence Between  
“大伴書持” and “大伴家持” in 741 （1）

MURATA Migifumi

� A�correspondence�between�“大伴書持”�（Ootomo-no-Fumimochi）�and�“大伴
家持”�（Ootomo-no-Yakamochi）� is�noted� in�Volume�（（�of�“万葉集.”�Convention-
ally,� the� letters� from�“左注”� of�No.�（9（0� to�“前置漢文”� of�No.�（9（（�are�consid-
ered�as� follows:
� � 右四月二日大伴宿祢書持従奈良宅贈兄家持
� 橙橘初咲霍鳥飜嚶　對此時候詎不暢志　因作三首短歌　以散欝結之緒耳
However,�“仙覚寛元本系”�has�the� letters�“和歌二首”�and�“廣瀬本”�has�“和歌四
首,”�which�follows�“左注.”�Furthermore,�“和歌二首”�exists� in�“題詞”�of�“類聚古
集.”� When� taking� all� the� above-mentioned� aspects� into� consideration,� these�
letters�should�be�revised�as� follows:
� � 右四月二日大伴宿祢書持従奈良宅贈兄家持
� 　和歌三首
� 橙橘初咲霍鳥飜嚶　對此時候詎不暢志　因作三首短歌　以散欝結之緒耳
The�paper�suggests�that�No.（9（（–（9（（�should�be�understood�as�“和歌.”

キーワード：本文校訂（Revision�of�the�text）、万葉集巻十七（Volume�（（�of�“万
葉集”）、廣瀬本（廣瀬本）、元暦校本（元暦校本）、類聚古集（類聚古
集）




